
１．はじめに
　２０１２年７月１１日から１３日にかけて，本州付近に
停滞した梅雨前線に向かって南から非常に湿った
空気が流れ込み，九州地方を中心に西日本から東
日本にかけての広い範囲で大雨となった（気象庁，
２０１２a；福岡管区気象台，２０１２；熊本地方気象台，

２０１２）。本豪雨により，土石流や河川の氾濫が発
生し，熊本県（２３名）・福岡県（４名）・大分県
（３名）で計３０名の死者，行方不明２名の人的被
害，住家の全半壊（１，８６０棟），浸水被害（１２，６００
棟）が相次いだ（内閣府，２０１２a；国土交通省，
２０１２；熊本県，２０１２；大分県，２０１２）。
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Abstract

 　Heavy rain caused by a Baiu front (stationary front) occurred in Aso region of 
Kumamoto Prefecture on July １２, ２０１２. In Aso-otohime AMeDAS station, the maximum ６ 
hours precipitation (１:００-７:００) and the maximum ３ hours precipitation (２:００-５:００) 
recorded ４５９.５mm and ２８８.５mm, respectively. In the Kurokawa River which flows Aso 
City, the water overflowed its banks by the heavy rain and serious flood damage 
occurred in Uchinomaki area, where the maximum inundation depth was ２７０cm. Short-
term downpours upstream caused flooding of the downstream Tatsuta-Chinto area of 
Kumamoto City. Our survey showed inundation heights of up to ４６５ cm in the area.
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　気象庁では，九州北部を中心として各地で甚大
な被害を発生した７月１１日～１４日の豪雨を「平成
２４年７月九州北部豪雨」と命名し（気象庁，
２０１２a），７月３１日には内閣府により６月８日か
ら７月２３日の間の豪雨で発生した被害を激甚災害
に指定した（内閣府，２０１２b）。
　ここでは，２０１２年７月１２日に発生した熊本県に
おける豪雨の特徴，さらには熊本市と阿蘇市で見
舞われた洪水災害について調査・解析結果を報告
する。

２．２０１２年７月１２日に発生した豪雨の特徴
　２０１２年７月１２日９時の地上天気図（気象庁，
２０１２b）および気象衛星「ひまわり７号」の赤外
画像（高知大学気象情報頁，２０１２）を図１に示し
た。梅雨前線が朝鮮半島南部から対馬海流にかけ
て停滞しており，前線に向かって暖かく湿った空
気が流れ込んだために大気の状態が非常に不安定
となった。このため，１２日の未明から早朝にかけ
て激しい雨が断続的に降り，熊本県阿蘇地方を中
心に記録的な大雨となった。
　図２は集中豪雨に見舞われた１２日の２時から７
時までの１時間降水量の分布，図３には２時～７
時の６時間積算降水量の分布を示した。雨量分布
図は，九州地方５県（福岡県・大分県・佐賀県・

熊本県・宮崎県）における，気象庁アメダスデー
タおよび国土交通省九州地方整備局と各県所管の
雨量計データを収集・作成した高密度雨量データ
セットを使用し，ArcMap１０．０（ESRI社製）の
Spatial Analystにおけるスプライン機能により作
成した（Esri, ２０１３）。なお，今回作成した分布図
は気象庁（または国土交通省河川局）のCバンド
レーダー分布と同程度である。また，図３の６時
間積算降水量の分布図（０～６時）をGoogle Earth
に重ね合わせて作成した３D画像を図４に示した。
図２では，２時には熊本県阿蘇郡南小国町周

辺で約８０mm/h以上の猛烈な雨を伴う雨域が現
れ，その後，豪雨域は南に移動し，３時から６時
にかけては阿蘇山北側に位置する阿蘇谷を中心に
猛烈な雨を伴う降水帯が東西約３０km，南北約
１０kmの帯状の範囲で発生している。図３に示し
た２時～７時の６時間積算降水量の分布図では，
外輪山に囲まれた阿蘇谷では上述した帯状の範囲
で３００mmを超えているが，阿蘇山南側の南郷谷
では２５０mm以下となっている。また，図３では
不明瞭であった地形的な豪雨の特徴について，図
４からは阿蘇山北側の阿蘇谷と南側の南郷谷で明
瞭な違いを確認することが出来る。
　図５には，（一般財団法人気象業務センター）１２
日に熊本でウィンドプロファイラにより観測され
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図１　２０１２年７月１２日９時の地上天気図（左）および気象衛星「ひまわり７号」の赤外画像（右）
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図２　２０１２年７月１２日２時～７時における１時間降水量の分布図

図３　２０１２年７月１２日２時～７時における６時間積算降水量の分布図
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図４ Google Earth（上段）に７月１２日２時～７時までの６時間降水量の分布図を重ね合わせて作成した３D
画像（下段）

図５ １２日に熊本でウィンドプロファイラにより観測された上層風の風向・風速（一般財団法人気象業務セ
ンター）
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た上層風の風向・風速を示した。熊本では２時か
ら梅雨前線が通過時の６時の豪雨発生時には南西
ないし西南西の強風（平均で約２０m/s）が卓越し
ていることがわかる。これに加えて図４より，黒
川と白川が合流する立野の外輪山開口部から湿っ
た気流が絶えず北東方向の阿蘇谷に対して流れ込
み，標高４００mの阿蘇谷の底部から１，１００mの外
輪山に沿って上昇することにより積乱雲が持続し
て発生し，２時から６時にかけて地形性豪雨が生
じたものと推察される。このように，高密度雨量
データに基づく雨量分布図をGoogle Earthに重
ね合わせて３D画像を作成することにより，地形
的特徴に基づいて雨量の局地的分布が生じていた
ことが理解できる。
　ここで強調されることは，一般的には気象庁の
アメダスデータを用いて解析を行う場合，本豪雨
のような短い時間（本豪雨では雨量強度が大きい
時間帯は６時間程度）で発生する集中豪雨に対し
ては，１時間降水量のデータでは，その強弱が大
まかでしかわからない。その点，１０分間降水量は
時間降水量の６倍のデータ数であるため，雨量強

度の変動を詳細に見ることができ，避難指示等の
判断を行うためにもきわめて重要なデータである
ことが推測される。そのため本豪雨のような，０
時から６時までのわずか６時間の短時間豪雨を解
析する場合，時間降水量ではなく，さらに短い間
隔の１０分間降水量を用いることが重要である。熊
本地方気象台から刻々と発表される気象情報，そ
れに伴い市役所が発令する警戒情報と伝達，避難
指示等，分刻みでの情報に対応するためにはきめ
細かな雨量情報の収集，解析が必要である。ま
た，本豪雨のような著しく局地性を有する豪雨現
象の場合，１７km四方に設置されているアメダス
雨量だけでは，豪雨の局地性を見出すことは困難
である。図２は，アメダス以外に，国土交通省の
「川の防災情報」と熊本県の「統合型防災情報シス
テム」の雨量データを用いてArcGISにより作図を
している。雨量データは５倍程度に増えるため，
豪雨の局地性を詳細に分析に活用することが可能
となる。
　図６には，２０１２年７月１１日から１２日の阿蘇谷の
ほぼ中央部に位置するアメダスの阿蘇乙姫，およ
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図６ ２０１２年７月１１日から１２日の阿蘇乙姫，阿蘇山の１時間降水量，１０分間降水量および積算降水量の推移
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び阿蘇山の１時間降水量，１０分間降水量およびそ
の積算値の推移とリターンピリオド（再現確率）
を示した。なお，リターンピリオドは独立行政法
人土木研究所（２０１２）が公開している確率降雨強
度式としてfair式を用いている「アメダス降雨確
率解析プログラム」を使用した。阿蘇乙姫では，
１１日の２４時までは雨量強度も弱かったものの，翌
１２日に入って急激に強度が高まり，２～６時には
１０分間降水量が１５mm（時間降水量９０mmに相当）
と猛烈な雨が降り続いており，最大１時間降水量
は１０８．０mm（５時５３分），最大６時間積算降水量 
は１時～７時で４５９．５mmを観測している。さら
に，リターンピリオドが５０年の６時間降水量は
４８．７mmであるのに対し，今回観測された最大６
時間降水量４５９．５mmは，リターンピリオド２８４年
に相当し，きわめて稀な降水現象であったことを
物語っている。降り始めから積算降水量が
３５０mmを超えた５時頃から阿蘇市東部の外輪山
斜面で土石流が発生している。２００９年の山口県防
府市で発生した豪雨の６時間降水量２２０．０mmは
リターンピリオドが２４６年であるのに対して，阿
蘇乙姫６時間降水量はその約２倍の４５９．５mmを
観測しているが，リターンピリオドは２８４年と大
きくは変わらない。このことは，阿蘇乙姫が位置
する阿蘇谷が，防府と比べて多雨地域であること
を意味している。
　阿蘇山では阿蘇乙姫よりも積算降水量，雨量強
度は低く，最大６時間積算降水量は１時１０分～７
時１０分で３６０．５mmと阿蘇乙姫の８０％弱であった
が，リターンピリオドが５０年の６時間降水量は
４１．６mmであるのに対し，今回観測された最大６
時間降水量は約２９５年と，リターンピリオドにつ
いてはほぼ同値であった。このように，阿蘇谷を
中心に局地的な集中豪雨に見舞われた結果，土石
流災害，さらには洪水災害が発生した。
　過去に本地域および九州北部で広域な大水害が
発生した事象としては，１９５３（昭和２８）年６月２６
日（通称：６．２６水害）の梅雨前線による豪雨災害
が上げられる。阿蘇山や英彦山を中心に総降水量
が１，０００mmを超え，筑後川，白川など九州北部
のほぼすべての河川が氾濫し，死者・行方不明者

１，０００名，家屋の浸水被害４５万棟の大災害となり，
熊本県では「白川大水害」，北九州市では「北九州
市大水害」などの呼称が付けられている。
　今回の豪雨と過去の豪雨災害を比較するため，
１９５３年の白川大水害時における阿蘇山と熊本，近
年の豪雨として１９９０年７月２日に阿蘇乙姫での観
測データについて，１時間降水量および積算値の
推移を図７に示した。白川大水害では，昼前に降
雨が強くなり，夜遅くに雨脚が弱まる長雨型（１３
～１４時間）の豪雨であり，阿蘇山では時間降水量
は１９時で４９．１mmと５０mm以下であるが，２６日降
水量は４３２．３mmで日降水量としては観測史上第
１位（観測開始１９３１年）で，今回の短時間集中豪
雨の状況とは大きく異なっていることがわかる。
本豪雨における白川の最大流量は３，２００～
３，４００m３/s，年超過確率は約１/１５０を観測してお
り，熊本（熊本地方気象台，熊本市中央部に位置）
の積算降水量は５０３．７mmと阿蘇山の９０％弱で，
降水パターンも阿蘇山とほぼ同様の傾向を示して
いる。このように，１９５３年の白川大水害は，白川
水系全域に豪雨をもたらした広域型・長雨型豪雨
によるものと言える。
　近年の１９９０年７月２日に阿蘇乙姫で観測された
豪雨は，未明から降り始め，午前中に６０mm/hを
超える集中豪雨となり，昼過ぎには雨脚が弱まっ
ている。リターンピリオドは６時間降水量
２９６mmで５２．４年，２４時間降水量４４８mmで１８．７年
であり，今回の阿蘇豪雨と比べて雨量強度もやや
弱く，積算降水量は４４８mm（９０％）であり，やや
長雨型で雨量強度は中程度，さらに早朝から昼過
ぎに午前中に降った豪雨であった。

３． 阿蘇市及び熊本市における洪水被害
の状況

　一級河川の白川水系の支流の一つである黒川の
洪水により，甚大な浸水被害を受けた阿蘇市の内
牧地区を対象に，地理情報と空中写真・地形図・
洪水ハザードマップを併用した洪水被害の可視化
を試みた。まず，内牧地区の南３kmに位置する
阿蘇乙姫（アメダス），内牧地区内に位置する黒川
水位局，および熊本（地方気象台），白川子飼橋に

８８ 



自然災害科学 J. JSNDS 33- 2（2014）

おける１０分間降水量と河川水位の推移および位置
関係を図８に示した。本豪雨の特徴は，１９５３年６
月２６日（６．２６水害）の白川大水害（西日本水害調
査研究委員会，１９５７）の際の降水イベントとは大
きく異なり，阿蘇地方（阿蘇乙姫）と熊本（熊本
地方気象台）での雨の降り方が全く異なる点であ
る。先の図６にも示したように，阿蘇乙姫の降水
は６時間の短時間集中豪雨で，雨量強度は
２０mm/１０分間を超え，最大１時間雨量１０６mm，
積算降水量５００．０mmであるのに対して，熊本で
は雨量強度のピークは大きく変わらないものの，
最大でも１２mm/１０分間で，最大１時間雨量も３１ 
mmに止まっており，積算降水量も１８９．５mmと
阿蘇乙姫の４０％弱である。このように，白川上流
の黒川流域（阿蘇谷）で６時間降水量４５９．５mm
（リターンピリオド２８４．０年）ときわめて稀な降水
イベントとなっている反面，熊本では洪水を引き
起こすほどの降水に見舞われていなかったことが
わかる。熊本市内の白川子飼橋に隣接する龍田陳
内地区では，後述する大規模かつ甚大な洪水災害
に見舞われており，２０１０年の山口県山陽小野田市

の厚狭地区で発生した洪水災害（山崎ら，２０１０）
に見られた，上流で降った雨が下流で洪水を引き
越す，いわゆる「もらい洪水」と同様な状況であっ
たことがわかる。本項では阿蘇市内牧地区と熊本
市龍田陳内四丁目における洪水被害の状況につい
て記述する。

（１）阿蘇市内牧地区
　阿蘇谷には白川水系の支流である黒川しか流れ
ておらず，阿蘇谷に局地的に降った短時間豪雨に
より一気に集水した黒川の水位が急激に上昇し，
外水氾濫を引き起こした。１時の時点でわずか
０．５mほどの水位であったものが，雨量強度が増
すにつれて２時には水防団待機水位２．０７m，３時
半には氾濫危険水位４．３６mを超えて短時間で水
位が急上昇し，９時頃に６．５mと深夜から早朝に
かけてのわずか８時間強で５mも水位が上昇して
いることがわかる。日中であれば浸水被害を回避
できる手段を取れた可能性もあるが，深夜から未
明の就寝後に発生した短時間豪雨に伴う浸水で
あったため，家具，電化製品，畳，車などを移動

８９

図７ １９５３年６月２６日の白川大水害時における阿蘇山・熊本，１９９０年７月２日に土砂災害時に阿蘇乙姫で観
測された１時間降水量と積算降水量の推移
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する減災行動を実施できたケースはきわめて少な
かったことが現地のヒアリング調査からも明らか
となった。
　熊本県の地方新聞社である熊本日日新聞では，
新聞社で保存している１９０２（明治３５）年から現在
までの写真を「熊日写真ライブラリー（２０１２）」と
してインターネットで公開している。今回の洪水
災害が発生した内牧地区においても，１９３７（昭和
１２）年の水害風景が掲載されており，家屋前の通
路が浸水していることがわかる。この写真から
も，阿蘇谷では洪水災害が過去にも発生していた
ことを物語っている。
　図９には，洪水災害が発生した内牧地区におけ
る空中写真（左）と地形図（右），現地調査（調査
日：２０１２年９月２２日）により測定した約８０ヶ所の
浸水深（cm）および写真１～４の撮影位置を示し
た。図中の水色の中央部を東西に流れる河川が黒
川で，それ以外は水路，黒川を改修した以前の河
道跡を示している。黒川より北側に東西に広がる

地域が内牧温泉街の中心部で，１８９７（明治３０）年
に温泉が発見され，阿蘇登山のための宿泊場所，
内牧から望む阿蘇の眺望の美しさ等から，多くの
ホテル・旅館・保養所が造られてきた。黒川の河
道は，以前は街の中心部を流れていたが，度重な
る水害により改修事業が行われ，現在は街の南側
を流れている。
　７月１２日に発生した洪水災害以降，筆者らは５
回の現地調査（調査日：２０１２年７月１５-１６日，８月
２７日，９月２２日，１０月８日，１２月１６-１７日，２６名
にヒアリングを実施）を実施し，地区内の洪水災
害の状況を撮影すると同時に，建物の浸水痕跡の
計測を行った。浸水深は，床下浸水の軽微な被害
から家屋の軒下２００cmまで浸水するきわめて甚大
な被害まで見受けられる。１２月初旬の調査時点で
も改修等に時間を要し，再開できない宿泊施設も
見受けられており，水害が地域経済に及ぼす影響
はきわめて大きいものがある。写真１は，黒川の
泉大橋における流木や塵芥の痕跡の被害状況であ

９０ 

図８ 阿蘇乙姫と熊本における１０分間降水量，黒川（阿蘇市内牧）と白川子飼橋（熊本市）における水位の
推移および観測局の位置
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図９ 洪水災害が発生した内牧地区における空中写真（左）と地形図（右），現地調査により測定した浸水
深（cm）および写真１・写真２・写真３・写真４の位置

写真１ 黒川の泉大橋における流木や塵芥の痕
跡（位置は図９に記載）

写真２ 洪水による浸水被害を受けた温泉旅館
（位置は図９に記載）

写真４ 洪水の水圧により倒壊したフェンスと
側壁に見られる浸水痕跡 （位置は図９
に記載）

写真３ 市営住宅の壁に見られる浸水痕跡（位
置は図９に記載）
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る。欄干に流木や塵芥が引っかかっており，橋梁
の高さまで水位が達していることが伺える。写真
２は黒川右岸に位置する宿泊施設の被害状況であ
る。大量の流木が堤防から敷地内に流入してお
り，多くは温泉施設の建物内部にまで達してお
り，営業再開に至っていない状況であった。写真
３は市営住宅の被害状況で，浸水痕跡が１７３cmに
残っており，平屋建てに居住する住民は屋根裏へ
避難した事例も見受けられた。写真４は中心部の
駐車場と温泉旅館の側壁の被害状況である。駐車
場のフェンスは木切れ等の塵芥が付着して，フェ
ンス網目の閉塞による水圧により倒壊する被害が
生じている。温泉旅館の側壁にも浸水痕跡が
１６９cmに残っており，基礎を高くして建築してい
るにも関わらず，浸水被害を生じていた。
　図１０には阿蘇市が作成した洪水ハザードマップ
（阿蘇市防災マップ，２０１２）に，筆者の現地調査よ
り得られた浸水深を，図１１には筆者が国土地理院
のDEMデータを用いて作成したデジタル標高地
図に同様の浸水深を記入したものを示した。ま

た，図１２には図１１の内牧温泉中心部を拡大したも
のを示している。
　洪水ハザードマップに示された浸水想定区域の
浸水深の区域は，最新のDEMデータが整備され
る前の標高データ（２５，０００分の１）を用いている
ため，微細に起伏した地形が反映されていない。
このため，微細な地形を十分に考慮が出来ず，浸
水想定区域の色分けも大まかな表示となってい
る。これを踏まえ，筆者が作成したデジタル標高
地図を見ると，標高の精度誤差が数１０cmである
ため，微細な地形を詳細に表現できている。とく
に，中央部を流れる黒川の河道跡と思われる水路
の低地部分（旧河道周り）などは，図１０の既存の
ハザードマップでは詳細に表現されていないが，
図１２の筆者が作成したデジタルマップでは詳細に
表示されていることがわかる。
　図１３には，洪水ハザードマップに記載された浸
水深の予測値と筆者が計測した浸水深の実測値と
の関係を示した。浸水深の予測値は０～５０cmを
中心値の２５cm，これ以外も５０～１００cmを ７５cm，

９２ 

図１０ 阿蘇市が作成した洪水ハザードマップと現地調査より得られた浸水深（cm）（阿蘇市防災マップに浸
水深を加筆）
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図１１　DEMデータを用いて作成したデジタル標高地図と浸水深（cm）

図１２　DEMデータ（国土地理院）を用いて作成したデジタル標高地図と現地調査により得られた浸水深（cm）
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１００～２００cmを １５０cm，２００～３００cmを２５０cmと
している。浸水深の予測値が０～５０cmの区域で
も，上述した河道跡の低地などでは浸水の実測値
は５０～１８０cm にも達しており，予測値を大幅に
上回る浸水被害となっている。これとは反対に浸
水想定が２００～３００cmの区域では４０～１２０cmに止
まっており，予測値を下回る結果となっている。
以上のように，洪水ハザードマップによる浸水の
予測値が本水害による実測値と大きく異なってい
ることが明らかになった。

（２）熊本市龍田陳内四丁目
　図３と図４に示したように，阿蘇谷で降った記
録的な短時間豪雨により，黒川から本流の白川に
流入した河川水は，本流を流下して水位が急激に
高まり，図１４（国土地理院：電子国土基本図）に
示した屈曲部の熊本市龍田陳内地区では外水氾濫
により大規模な洪水災害が発生した。本地区を含
む白川の両岸は，図１５に示した治水地形分類図
（国土地理院，NI-５２-１１-４-３（熊本４号-３））から

も明らかなように「氾濫平野」に位置し，幾度と
なく白川の洪水により外水氾濫を繰り返してきた
地区である。このため，熊本市では図１６に示した
白川洪水避難地図（洪水ハザードマップ，２０１２）
を作成し，被害が甚大であった龍田陳内四丁目で
は２～５mの浸水想定を行っていた。
　図８に示した子飼橋での水位観測のように，夜
中の１時の時点でわずか０．５mほどの水位であっ
たものが２時には水防団待機水位２．０７m，３時半
には氾濫危険水位４．３６mを超え，短時間で水位
が急上昇し，９時頃に６．５mと深夜から早朝にか
けての僅か８時間強で５mも上昇している。龍田
陳内四丁目での現地調査によれば，「８時前には浸
水していなかったが，テレビを見終えて外に出た
８時１５分過ぎには浸水が始まっており，車を高台
に移動して戻る際には自宅に近づけないまでに水
位が上昇していた」と述べている。このように，
住宅地内に白川の氾濫水が急激に入り込んだ結
果，自主避難が出来ずに取り残された住民は自衛
隊がヘリコプターにより救助することとなった。

９４ 

図１３　洪水ハザードマップに記載された浸水深の予測値と現地調査により得られた実測値との関係
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図１４　熊本市内を流れる白川の河道と屈曲部の龍田陳内地区（枠で示した箇所）

図１５　治水地形分類図（NI-５２-１１-４-３（熊本４号-３））
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図１６　白川洪水避難地図（洪水ハザードマップ）と拡大した龍田陳内四丁目の地図（阿蘇市防災マップ）

図１７ DEMデータを用いて作成したデジタル標高地図と浸水深（cm）（国土地理院：基盤地図情報 数値標
高モデル５mメッシュ（標高））
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　図１７にはDEMデータを用いて作成したデジタ
ル標高地図，右上の拡大図には龍田陳内四丁目に
おいて筆者の現地調査（調査日：２０１２年７月１６日）
により得られた浸水深（cm），被災写真の位置を
示した。龍田陳内四丁目は，白川河道の屈曲部に
位置し，白川に突き出て南向きに傾斜した地形
で，豊肥本線沿いの市道（標高約４０m）から龍田
陳内四丁目の通称「枇杷の首」と呼ばれる「リバー
サイドニュータウン」に入ると，団地内の先端部
（標高約２５m）まで徐々に標高が低くなっており，
約５００mの距離で１５mもの高低差が存在する。
　写真５（①）は，白川左岸から対岸の屈曲部
「枇杷の首（リバーサイドニュータウン）」を写し
たものである。写真５（②）を見ても分かるよう
に白川の河道の屈曲部に沿って，外水氾濫により
河川水が家屋の１階部分を直撃し，水圧により家
屋が破壊される被害が見て取れる。写真５（③）
に示した白川の堤防に隣接するアパートでは，浸
水深は軒下の約２００cm，道路面からは４６５cmの高

さにまで水位が達している。堤防近くのこれらの
箇所では，全壊・半壊の家屋が数多く見受けられ，
写真５（④）では外水氾濫による水圧で家屋が押
し倒される甚大な被害が発生している。
　このように，龍田陳内四丁目は，デジタル標高
地図を見ても緑色の部分で標高が低く，しかも白
川の屈曲部に位置し，河川の流量が急激に増加す
れば，河道断面が狭いために河川水が河道内に流
下し切れず，標高が低い右岸の堤防を越えて外水
氾濫が発生する被害は１９９０（平成２）年７月の豪
雨時にも発生している。ヒアリング調査（調査日：
２０１２年７月１６日，８月２７日，９月２３日，１２月１６-
１７日，１５名へヒアリングを実施）によると１９９０年
水害時には，リバーサイドニュータウンの中心に
位置する北東　-南西に横切る道路まで外水が流入
したが，本水害ではそれを上回る外水が流入し，
図１７に示したように，団地の北部では浸水深が
２００cm以下（▲）であるが，南に下るにつれて浸
水深は高くなり，白川の堤防に面した町内の南端

９７

写真５　（①～④）龍田陳内四丁目における洪水災害の状況（２０１２年７月１５日撮影）
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部（写真５）では４００cmを超える深さまで浸水し，
外水の流水圧による家屋の倒壊も生じている被害
となった。熊本市が作成した洪水ハザードマップ
でも，龍田陳内四丁目は２～５mの浸水想定と
なっているが，今回の豪雨は上流の阿蘇地方で
降った集中豪雨が支流の黒川から本流の白川に流
れ込み，水位を急速に上昇させて外水氾濫を引き
起こしたいわゆる「もらい水害」の典型的な事例
であった。それに加え，地域住民はもとより，白
川を管理する行政機関も洪水予報や伝達に対する
十分な対応が取れなかったことも被害を拡大した
要因と考えられる。
　甚大な浸水被害に見舞われた龍田陳内四丁目を
対象に，国土変遷アーカイブ空中写真閲覧システ
ム（国土交通省　国土地理院）を用いて，土地利
用の変遷を写真６に示した。１９４７（昭和２２）年の
空中写真では屈曲部の一部に樹林地が形成されて
おり，過去に発生した白川の洪水により土砂が堆
積し運ばれてきた種子が発芽，生育し，形成され
たものと推察される。１９５６（昭和３１）年の写真に
は，撮影年の３年前の１９５３（昭和２８）年６月２６日
（６．２６水害）の白川大水害時において，屈曲部に土
砂が堆積し，新たに形成された河道の痕跡（白い
部分）も認められる。その１４年後の１９６７（昭和４２）
年には土砂が堆積した箇所には樹林地が再生され
ており，昭和２２年とほぼ同様な状態となってい
る。わが国における高度経済成長期に相当する
１９７５（昭和５０）年には，「枇杷の首」の西側で宅地
開発がすでに開始されており，住宅が建ち始めて
いることがわかる。さらに，１９８６（昭和６１）年に
は宅地開発がほぼ完了し，１９９２（平成４）年には
現在の状況となっている。
　このように，写真６の終戦直後や白川大水害後
の写真を見ても洪水の痕跡が確認でき，図１５の治
水地形分類図でも洪水平野に位置付けられている
地区に，経済高度成長期の一戸建て住宅の開発
ブームの際に「リバーサイドニュータウン」とし
て開発が進んでいったことが伺える。結果的に
は，標高が低く白川の屈曲部に位置する「水害常
襲地」に，宅地開発が進められた。
　熊本県は，水害から約３ヶ月が経過した１０月２３

日，白川の改修に関する住民説明会を開き，蛇行
している河道を緩やかにするために龍田陳内４丁
目の住宅約１１０戸の土地を買収する計画を示して
いる。５ヶ年計画で実施し，住民に補償額（約１０
万円／坪，現地における聞き取り調査の結果）を
提示しているが，団地住民の高齢化，被害家屋や
すでに取り壊した家屋への保証額等を含め，地方
自治体と町内会の間での交渉が継続されている。

４．おわりに
　２０１２年７月１１ 日から１２日にかけての集中豪雨
により，洪水災害に見舞われた阿蘇市（内牧地区）
の黒川水系と熊本市（龍田陳内地区）の白川水系
を対象に，豪雨と河川水位の特徴，洪水災害の概
要を現地での浸水調査に基づいて報告した。
　今後は，本豪雨による被災状況を踏まえた，
ハード面・ソフト面における水害対策の再検討が
必要と考えられる。特にソフト面については，雨
量・水位・地形等に基づく，総合的かつ，より具
体的な防災対策を地区住民で話し合うことで，防
災力・防災意識の向上やコミュニティの強化につ
なげる必要がある。
　７月１１日～１４日に発生した「九州北部豪雨」に
ついては，各地域で土砂災害・洪水災害により甚
大な被害が生じており，それぞれの場所で発生時
間・地理的・地形的要因等が大きく異なっている。
熊本県の事例の他に，山本ら（２０１３），国土交通省
（２０１２）は７月３日・１４日の大分県日田市（花月川）・
中津市（山国川）豪雨災害について報告している。
今後は，大分県竹田市（玉来川，１２日），福岡県八
女市（矢部川，１４日）などで発生した被害につい
て報告を予定している。
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写真６　龍田陳内四丁目における空中写真による土地利用の変遷（国土変遷アーカイブ空中写真閲覧システム）



山本・山崎・山本・小林：２０１２年７月１２日に熊本県で発生した豪雨と洪水災害の特徴

づくマクロγスケールの雨量解析と避難情報への
活用」の一部として実施した。取り纏めにあたり，
国土交通省（国土地理院）の電子国土基本図，基
盤地図情報，国土変遷アーカイブ・空中写真閲覧
システムを使用し，国土交通省九州地方整備局 
河川部，大分県 土木建築部，宮崎県 県土整備
部，福岡県 県土整備部，熊本県 危機管理防災
課・河川課からは雨量・河川水位データを御提供
していただいた。ここに厚く感謝の意を表します。
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